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令 和５年 度 決 算 を 議 会 が 認 定
主 な 事 業 を 紹 介 し ま す

歳　入 歳　出
一 般 会 計 385億9462万8550円 363億3626万9382円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 87億9894万3460円 87億6822万1347円
後 期 高 齢 者 医 療 12億4875万1603円 12億4250万5345円
介 護 保 険 91億9647万326円 88億6626万446円
農 産 物 直 売 事 業 148万3007円 148万3007円
伊 香 保 温 泉 観 光 施 設 事 業 2億2302万2322円 1億8076万8757円
小 野 上 温 泉 事 業 1791万7316円 1791万7316円
交 流 促 進 セ ン タ ー 事 業 1437万4834円 1437万4834円

企
業
会
計

水 道 事 業
収益的収入･支出 17億8970万1341円 17億9820万870円
資本的収入･支出 4億6539万1358円 11億4565万1910円

下水道事業等
収益的収入･支出 26億5082万6837円 25億1756万4927円
資本的収入･支出 18億7018万9848円 25億2512万5474円

民生費
37%

総務費
17%

教育費
11%

公債費
10%

土木費
9%

衛生費
6%

農林水産業費
4%

商工費
2%

消防費
3%

その他
1%

一般会計
歳出

363億3627万円

JR 渋川駅周辺整備事業

説明　利便性の向上と良好な駅前空間形成のため、
JR 渋川駅周辺地域を整備するもの。令和５
年度はタクシー乗降場シェルターを整備

7905万円

物価高騰対策
緊急生活支援事業

説明　住民税非課税世帯への給付。また、同世帯
内の 18歳以下の子どもに対し加算給付

家庭児童相談事業

説明　・児童の養育、児童や家庭に関する問題解
　　　　決のための相談、面接等の支援の実施
　　　・ヤングケアラーの実態調査や理解促進事業

1124万円

5億6160万円

	 一般会計 	 特別会計 	 企業会計

363億円＋	191億円＋80億円
＝634億円はどう使われたか？
　　決算審査の様子は６・７ページで
	 　 　 　 詳しく紹介します
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令 和５年 度 決 算 を 議 会 が 認 定
主 な 事 業 を 紹 介 し ま す

民生費
37%

総務費
17%

教育費
11%

公債費
10%

土木費
9%

衛生費
6%

農林水産業費
4%

商工費
2%

消防費
3%

その他
1%

一般会計
歳出

363億3627万円

一般会計
歳入

385億9463万円

地方交付税
23%

市税
30%

国庫支出金
15%

県支出金
6%

地方消費税交付金
5%

諸収入
5%

その他
12%

市債
4%

電子地域通貨活用
地域経済活性化事業

説明　しぶかわ電子地域通貨「渋Ｐａｙ」に
よるポイント還元キャンペーンを実施

9億1238万円

移住者住宅支援事業

説明　新たに住宅を取得し市へ転入する世帯に助
成金を交付

4503万円

高齢者外出支援事業

説明　75歳以上で運転免許証を有しない高齢者に
日常生活の移動支援のためタクシー利用券
を交付

3274万円

	 一般会計 	 特別会計 	 企業会計

363億円＋	191億円＋80億円
＝634億円はどう使われたか？
　　決算審査の様子は６・７ページで
	 　 　 　 詳しく紹介します

　令和５年度渋川市一般会計、７つの特別
会計、２つの企業会計決算を３日間かけて
決算特別委員会で審査を行いました。
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9月定例会9月定例会

あらましあらまし

令和６年令和６年

　
令
和
６
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
27
日
ま
で
の
24
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
専
決
処
分
の
報
告
１
件
の
ほ

か
、
人
事
案
件
、
契
約
の
締
結
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
の
追
認
、
令
和
５
年
度
決
算
等
の
市
長
提
出
議
案
33
件
、
請

願
４
件
、
国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
議
員
提
出
議
案
４
件
が
提
出
さ
れ
、
一
部
を
除
い
て
各
常
任
委
員
会
、
決
算
特
別
委
員
会
に

付
託
、
慎
重
に
審
査
・
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
採
択
・
認
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
市
長
や
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。
主
な
議
案
の
内
容
と
議
決
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
決
算
を
認
定
、
補
正
予
算
は
可
決

9月定例会9月定例会
令
和
５
年
度
各
決
算
を
認
定

　
一
般
会
計
決
算
、
特
別
会
計

決
算（
７
件
）、
そ
の
ほ
か
水
道

事
業
会
計
欠
損
金
の
処
理
及
び

決
算
、
下
水
道
事
業
等
会
計
決

算
に
つ
い
て
す
べ
て
認
定
し
ま

し
た
。（
※
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
）

渋
川
駅
前
広
場
メ
イ
ン
シ
ェ
ル

タ
ー
新
築
工
事
の
契
約
を
締
結

　
渋
川
駅
前
広
場
整
備
の
一
環

と
し
て
メ
イ
ン
シ
ェ
ル
タ
ー
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
３
～
５
号
）を
可
決

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
第
３
号
に
対
し
議

員
が
提
出
し
た
修
正
案（
①
市

民
会
館
設
備
更
新
工
事
は
計
画

的
に
当
初
予
算
に
計
上
す
べ
き
、

②
子
持
社
会
体
育
館
ト
イ
レ
改

修
工
事
は
便
器
の
洋
式
化
だ
け

で
な
く
、
車
い
す
な
ど
誰
で
も

使
い
や
す
く
な
る
よ
う
改
修
す

べ
き
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す

る
も
の
）は
否
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
高

齢
者
へ
の
定
期
接
種
の
実
施

と
受
験
生
世
代
へ
の
任
意
接

種
費
用
の
一
部
助
成
を
実
施

・
新
市
誕
生
20
周
年
に
合
わ
せ

て
、
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
を
新
た
に
制
作

・
古
巻
公
民
館
整
備
推
進
の
た

め
、
駐
車
場
整
備
に
係
る
設

計
、
造
作
家
具
、
公
民
館
運

営
に
必
要
な
備
品
を
整
備

・
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
舞
台
照

明
設
備
お
よ
び
つ
り
物
装
置

の
更
新
工
事
と
、
子
持
社
会

体
育
館
の
ト
イ
レ
改
修
工
事

・
渋
Ｐ
ａ
ｙ
の
前
年
度
未
利
用

分
の
確
定
に
伴
い
、
今
後
の

精
算
に
必
要
な
加
盟
店
精
算

金
予
算
を
増
額

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
８
月
29
日
の
降
雨
に
よ
り
北

橘
町
真
壁
地
内
の
市
道
に
道

路
陥
没
が
発
生
し
た
た
め
、

復
旧
工
事
を
実
施

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

・
全
日
本
小
学
生
バ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
古
巻
小
学
校

吹
奏
楽
部
を
派
遣

・
９
月
８
日
の
降
雨
に
よ
り
北

橘
町
小
室
地
内
３
か
所
の
農

地
の
の
り
面
が
崩
壊
し
た
た

め
、
復
旧
事
業
を
実
施

財
産
の
取
得
を
追
認

　
契
約
金
額
が
２
０
０
０
万
円

以
上
の
財
産
の
取
得
は
議
会
の

議
決
を
要
し
ま
す
が
、
次
の
４

件
は
議
決
を
経
ず
に
取
得
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

追
認
す
る
も
の
で
す
。
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

・
小
中
学
校
で
用
い
る
教
師
用

指
導
教
材
、
教
師
用
教
科
書

お
よ
び
教
師
用
指
導
書（
令

和
元
年
度
、
令
和
２
年
度
、

令
和
５
年
度
の
３
件
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
用
い
る
３
層
式

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を
同
意

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
井
久

幸
氏
、
千
明
奈
麻
氏
、
前
田
泉

氏
、
新
井
健
二
氏
、
齊
藤
い
よ

る
氏
を
後
任
に
、
唐
澤
裕
美
氏
、

猪
熊
正
道
氏
を
引
き
続
き
推
薦

す
る
も
の
で
す
。
全
員
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

渋川駅前広場の完成予想図
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総
務
市
民

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
１

議
案
は
全
会
一
致
で
可
決
、

請
願
１
件
は
多
数
決
で
採
択

し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
生
活
保
護
法
お
よ
び
児
童
手

当
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

総
務
市
民
常
任
委
員
会
協
議
会

　
市
か
ら（
仮
称
）渋
川
市
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
構
想
総
合
戦
略

（
第
３
期
渋
川
市
総
合
戦
略
）の

素
案
、
第
３
次
渋
川
市
男
女
共

同
参
画
計
画
の
策
定
方
針
に
つ

い
て
報
告
、
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

経
済
建
設

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
３

議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

渋
川
駅
前
広
場
メ
イ
ン
シ
ェ
ル

タ
ー
新
築
工
事
の
契
約
を
締
結

質
疑

工
事
現
場
周
辺
へ
の
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
等
、
視
覚

障
が
い
者
へ
の
安
全
対
策
は
。

答
弁

工
事
中
は
誘
導
員
を
複

数
人
配
置
し
、
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

質
疑

工
事
時
間
以
外
の
早
朝

や
夜
間
の
安
全
対
策
は
。

答
弁

工
事
時
間
以
外
も
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
安
全
対
策

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

質
疑

過
去
に
計
画
段
階
で
金

額
が
議
会
に
示
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
物
価
が
上
昇

常 

任 

委 

員 

会 

の 

審 

査

し
て
い
る
。
今
回
の
金
額
は
物

価
上
昇
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁

物
価
上
昇
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
計
画
段
階
で

は
詳
細
な
金
額
が
つ
か
め
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
関
連
工
事
が
進

み
、
実
勢
価
格
が
積
算
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
物
価
上
昇
を
見

込
ん
で
も
、
計
画
段
階
時
の
金

額
よ
り
減
額
と
な
り
ま
す
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　
市
か
ら
Ｓ
Ｕ
Ｎ
お
の
が
み
等

の
譲
渡
の
経
過
及
び
再
公
募
、

Ｊ
Ｒ
八
木
原
駅
西
側
駅
前
広
場

整
備
、
下
水
道
使
用
料
の
改
定

方
針
に
つ
い
て
、
報
告
・
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
福
祉

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
５

議
案
お
よ
び
請
願
３
件
は
す

べ
て
全
会
一
致
で
可
決
、
採

択
し
ま
し
た
。

財
産
の
取
得
を
追
認

　
本
来
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
教
科
書
購
入
に
つ

い
て
追
認
す
る
も
の
で
す
。

質
疑

購
入
に
係
る
起
案
が
市

長
決
裁
と
な
る
ま
で
の
流
れ
は
。

答
弁

課
長
、
教
育
部
長
、
教

育
長
、
総
務
部
長
、
副
市
長
、

市
長
の
順
に
決
裁
し
ま
す
。

質
疑

契
約
書
上
で
の
見
落
と

し
は
あ
っ
た
の
か
。

答
弁

契
約
書
上
に
チ
ェ
ッ
ク

項
目
等
は
な
く
、
契
約
額
２
０

０
０
万
円
以
上
の
教
科
書
購
入

が
要
議
決
案
件
に
該
当
す
る
と

の
認
識
が
欠
落
し
て
い
ま
し
た
。

質
疑

今
後
の
対
応
は
。

答
弁

職
員
へ
周
知
徹
底
し
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

予
　
　
算

（
令
和
６
年
度
補
正
予
算
）

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
５

議
案
の
う
ち
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
は
多
数
決

で
可
決
、
ほ
か
４
議
案
は
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

市
民
会
館
の
設
備
更
新
工
事

　
大
ホ
ー
ル
舞
台
照
明
お
よ
び

つ
り
物
装
置
の
更
新
工
事
で
す
。

質
疑

工
事
費
４
億
８
０
０
０

万
円
の
大
規
模
工
事
を
、
な
ぜ

計
画
的
に
当
初
予
算
に
計
上
し

な
か
っ
た
の
か
。

答
弁

更
新
時
期
を
見
極
め
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
点
検

結
果
を
受
け
、
更
新
の
判
断
に

至
り
ま
し
た
。
合
併
特
例
債
を

使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
期
限
で

あ
る
令
和
７
年
度
に
工
事
を
完

了
さ
せ
る
た
め
、
今
回
補
正
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

子
持
社
会
体
育
館
ト
イ
レ
改
修

　
便
器
の
洋
式
化
工
事
で
す
。

質
疑

便
器
の
洋
式
化
だ
け
で

な
く
、
障
が
い
が
あ
る
方
や
車

い
す
利
用
者
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ

の
方
な
ど
、
誰
で
も
利
用
し
や

す
く
な
る
よ
う
改
修
す
べ
き
。

答
弁

既
存
施
設
に
広
さ
が
な

く
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
等
の
設
置

や
、
車
い
す
が
転
回
す
る
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
最
終
的
な
採
決
を
行
う
前
に
、

議
案
の
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
協
議
会
で

は
市
か
ら
各
事
業
の
報
告
・
説
明
を
受
け
ま
す
。

　
各
常
任
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

更新される舞台照明
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※９月 20日の決算特別委員会での答弁であり、その後、９月 22日に第三者委員会から市長に調査報告書が提出されたことが、市ホームペー
ジに掲載されています。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

質
疑

北
橘
地
区
の
一
般
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
が
未
執
行

に
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に

補
助
決
定
さ
れ
た
が
、
市
が
助

成
対
象
自
治
会
へ
の
連
絡
を
怠

り
、
期
限
内
に
事
業
執
行
が
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

市
長
会
見
に
関
す
る
調
査
第
三

者
委
員
会

質
疑

市
の
保
有
す
る
個
人
情

報
の
漏
え
い
に
関
す
る
調
査
の

た
め
、
市
長
が
設
置
し
た
第
三

者
委
員
会
の
開
催
回
数
と
、
調

査
報
告
書
の
提
出
時
期
は
。

答
弁

令
和
５
年
度
は
５
回
開

催
し
ま
し
た
。
報
告
書
の
提
出

期
限
は
、
委
員
会
に
お
い
て
未

決
定
で
す
。（
９※

月
20
日
時
点
）

地
域
の
魅
力
総
合
発
信
事
業

質
疑

広
告
等
の
実
施
内
容
は
。

答
弁

上
毛
新
聞
の
ぐ
ん
ま
愛

へ
の
記
事
の
掲
載
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
新
幹
線
車
内
誌
へ
の
広
告

掲
載
、
新
宿
ア
ル
タ
ビ
ジ
ョ
ン

へ
の
市
Ｐ
Ｒ
動
画
の
放
映
で
す
。

渋
川
市
Ｐ
Ｒ
動
画
情
報
発
信
事

業質
疑

Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
本
数
と

そ
の
成
果
は
。

答
弁

外
部
委
託
に
よ
り
10
分

の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
１
本
、
１
分
の

動
画
を
２
本
作
成
し
、
再
正
回

数
は
10
分
の
動
画
が
９
３
０
０

回
、
１
分
の
動
画
が
24
万
９
０

０
０
回
で
す
。
ま
た
、
自
作
動

画
47
本
を
作
成
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
決
算
の
審
査

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
物
価
高
騰

対
策
支
援
事
業

質
疑

予
算
額
84
万
７
０
０
０

円
に
対
し
、
不
用
額
が
74
万
７

０
０
０
円
発
生
し
た
。
事
業
周

知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

答
弁

児
童
１
人
当
た
り
１
０

０
０
円
の
補
助
を
市
か
ら
直
接

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
周
知
し

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
申

請
さ
れ
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
３
ク
ラ
ブ
で
し
た
。

木
と
ふ
れ
あ
う
木も
く
育い
く
推
進
事
業

質
疑

事
業
内
容
と
成
果
は
。

ま
た
、
１
セ
ッ
ト
の
費
用
は
。

答
弁

子
育
て
環
境
に
木
を
取

り
入
れ
る「
木
育
」を
推
進
す
る

た
め
、
新
生
児
を
対
象
に
、
県

産
木
材
を
利
用
し
た
積
み
木
セ

ッ
ト
を
出
産
祝
品
と
し
て
３
４

９
セ
ッ
ト
贈
呈
し
ま
し
た
。
費

用
は
、
１
セ
ッ
ト
当
た
り
税
抜

き
５
９
０
０
円
で
す
。

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

質
疑

本
市
の
証
明
書
コ
ン
ビ

ニ
交
付
手
数
料
は
３
０
０
円
だ

が
、
他
市
町
村
で
は
１
０
０
円

で
交
付
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。
減
額
す
る
考
え
は
。

答
弁

自
治
体
の
中
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
活
動

の
一
環
と
し
て
減
額
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、

事
業
実
施
に
伴
い
事
業
者
に
支

払
う
手
数
料
等
を
考
慮
し
検
討

し
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
事
業

質
疑

予
算
額
の
半
分
以
上
の

不
用
額
が
発
生
し
た
。
人
材
の

確
保
は
十
分
で
あ
っ
た
の
か
。

答
弁

令
和
５
年
４
月
か
ら
第

五
保
育
所
に
専
任
の
看
護
師
２

名
お
よ
び
保
育
士
１
名
を
配
置

し
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け
入

れ
を
開
始
す
る
予
定
で
し
た
が
、

看
護
師
の
採
用
が
６
月
と
遅
れ
、

２
名
予
定
の
看
護
師
が
１
名
し

か
採
用
で
き
ず
、
不
用
額
が
発

生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

家
庭
児
童
相
談
事
業

質
疑

児
童
の
適
切
な
養
育
の

推
進
お
よ
び
児
童
や
そ
の
家
族

に
関
す
る
問
題
の
解
決
の
た
め

の
相
談
件
数
は
。
ま
た
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
の
た

め
に
中
学
生
を
対
象
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
。

答
弁

相
談
件
数
は
４
９
３
件

で
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
各
中
学
校

で
毎
月
行
っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
に
、
生
活
に
困
り
ご
と

が
な
い
か
な
ど
の
項
目
を
加
え

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
低
学
年
の
児

　
令
和
５
年
度
渋
川
市
一
般
会
計
決
算
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
は
多
数
決
で
、
そ
の
ほ
か
の
決
算
は
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

出産祝品の積み木セット

第五保育所
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各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案（
総
務
市
民
４
議
案
、
経

済
建
設
３
議
案
、
教
育
福
祉
５
議
案
、
予
算
４
議
案
）は
す
べ
て
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

童
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
な
っ

て
い
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
従
来
の
中
学
生
に
加
え
、

小
学
生
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

農
業
担
い
手
物
価
高
騰
対
策
支

援
事
業

質
疑

認
定
農
業
者
へ
の
支
援

内
容
は
。
ま
た
、
認
定
農
業
者

以
外
の
農
業
者
へ
の
支
援
は
。

答
弁

物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
認
定
農
業
者
の
経
営

安
定
を
図
り
、
市
内
農
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
認
定
農
業

者
１
人
当
た
り
20
万
円
を
66
人

に
交
付
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
認
定
農
業
者
以
外
の

農
業
者
へ
の
支
援
は
、
市
単
独

に
よ
る
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

質
疑

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、

農
産
物
だ
け
で
な
く
、
市
民
生

活
の
安
全
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

捕
獲
奨
励
の
た
め
に
も
奨
励
金

を
増
額
す
べ
き
で
は
。

答
弁

有
害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
金

を
昨
年
度
増
額
し
ま
し
た
。
有

害
鳥
獣
捕
獲
体
制
等
の
整
備
、

捕
獲
隊
へ
の
支
援
を
含
め
て
、

捕
獲
奨
励
金
の
増
額
に
つ
い
て

さ
ら
に
検
討
し
ま
す
。

伊
香
保
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
施
事
業

質
疑

総
事
業
費
と
補
助
金
１

０
０
０
万
円
の
使
途
は
。

答
弁

総
事
業
費
は
３
５
８
９

万
円
で
す
。
補
助
金
以
外
の
主

な
収
入
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
料
で
す
。
補
助
金
の
使
途

は
、
ハ
ワ
イ
か
ら
招
待
し
た
関

係
者
の
旅
費
、
宿
泊
費
と
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
設
営
費
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
学
校
安
全
体
制
整

備
推
進
事
業

質
疑

執
行
率
が
低
い
理
由
と
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

安
全
指
導
の
活
動
実
績
は
。

答
弁

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
が
１
人
の
た
め
、
学
校
か

ら
の
希
望
の
重
複
に
対
応
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
安
全
指

導
は
下
校
時
47
回
、
校
外
学
習

等
15
回
、
合
計
62
回
で
す
。

ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

質
疑

雇
用
し
た
ス
ク
ー
ル
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
経
歴
・
資
格
と

事
業
実
績
は
。

答
弁

校
長
退
職
後
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
歴
任
し
、

臨
床
心
理
士
の
資
格
を
保
有
す

る
方
で
す
。
市
内
小
中
学
校
の

求
め
に
応
じ
、
43
回
派
遣
し
、

相
談
時
間
は
48
時
間
で
し
た
。

地
場
産
業
後
継
者
育
成
支
援
事

業質
疑

事
業
内
容
と
成
果
は
。

答
弁

地
域
お
こ
し
協
力
隊
１

人
を
委
嘱
し
、
創
作
こ
け
し
産

業
の
後
継
者
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
創
作
こ
け
し
の
Ｐ
Ｒ
を

推
進
し
ま
し
た
。
現
在
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
２
人
が
起

業
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
で
行
わ
れ
た
主
な
討
論
に
つ
い

て
、
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
討
論
と
は
、
議
案
等
を
議
決
す
る
た
め
に
賛

成
・
反
対
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

「
令
和
５
年
度
一
般
会
計

　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
」

論
討

　
学
校
給
食
費
・
保
育
料
無

料
化
等
は
継
続
的
に
実
施
さ

れ
た
。
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
の
18
歳
ま
で
拡
充
も
評

価
す
る
。

　
住
宅
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
は
９
２
２
万
円
の
補

助
で
３
億
５
９
０
０
万
円
の

経
済
波
及
効
果
が
あ
っ
た
。

市
民
は
エ
コ
に
限
ら
ず
普
通

の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
使
え
る

制
度
を
望
ん
で
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
昨
年
５
月
に
国
の
方

針
に
よ
り
分
類
が
５
類
相
当

に
な
っ
た
が
、
感
染
状
況
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
安
心

安
全
な
生
活
が
図
ら
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

賛
成

　
お
お
む
ね
の
事
業
は
評
価

で
き
る
が
、
制
度
設
計
や
事

業
計
画
が
甘
く
今
回
も
予
算

の
執
行
率
の
低
さ
が
目
立
つ
。

　
経
常
収
支
比
率
は
95
・
３

％
と
若
干
改
善
し
た
も
の
の
、

財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
み
、

さ
ら
な
る
改
善
努
力
が
必
要
。

　
実
質
収
支
比
率
も
９
・
２

％
に
上
昇
し
た
。
不
用
額
が

多
か
っ
た
が
積
立
金（
財
政

調
整
基
金
）は
約
９
％
、
約

６
億
円
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
自
治
会
へ
の
助
成

事
業
に
お
い
て
権
利
を
放
棄

す
る
事
態
が
発
生
し
、
市
民

の
利
益
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
。

　
髙
木
市
長
の
予
算
よ
り
決

算
と
い
う「
決
算
主
義
」が
こ

の
よ
う
な
結
果
を
招
い
た
。

反
対

OB が作製した創作こけし


